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2024 年度業務実績報告書 

提出日 2024 年 12 月 21 日 

 

１．職名・氏名  教授・伊藤崇志        

 

２．学位  学位  博士 、専門分野 薬学、授与機関 大阪大学、授与年 2005 年  

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

① 食品衛生学（後期、2 単位）生物資源学科 3 年、創造農学科１～3 年次 

②内容・ねらい 

食品に関する様々なリスク、食品衛生に関わる法律や国際的な規制、食品の安全性に寄与す

る方法を対象に講義・演習を実施する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

講義では、教科書「食品衛生学」の内容をもとに、時事情報や身近な話題を取り入れたパワ

ーポイントのプレゼンテーション資料を作成し、その資料の内容に沿って講義を行った。講義

時間中には講義だけでなく、教科書やスマホを使った調べ学習の時間を取り入れ、学生を退屈

させないよう、また、アウトプット作業を通して知識の定着が深まるように工夫した。講義の

最後には、リフレクションシートを記載する時間を設けて、講義の重要ポイントの振り返りを

行った。調べ学習の成果物やリフレクションシートには、提出点を与え、それらに取り組むモ

チベーションとしている。 

創造農学科は基本的にあわらキャンパスからの遠隔講義となるが、昨年度までハイブリッド

授業として、永平寺キャンパスでの授業を遠隔であわらキャンパスに提供していたが、あわら

キャンパス教員へ負担がかかることや、出席管理が完璧にはできていなかったことから、今年

度はオンデマンド配信で実施することにした。出席管理には、授業ごとにレポートを課してい

るため、それを出席の代わりとした。あわらキャンパスの学生にとっては自身のデバイスで受

講できることや、都合のいい時間に受講ができることなど、利益の多い取り組みだと思う。 

 

① 生物学実験（通年、1 単位）1 年次（分担） 

②内容・ねらい 

 生物に関する基礎的知識を深め、実験手法を修得する。 

全 15 回のうち 2 回（動物を対象とした実験）を担当し、顕微鏡観察を行った。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 実験を行うグループを 2 人 1 組とし、グループ内で相談しながら課題を実施していけるよう

に運営した。実験内容が分かりやすく伝わるように事前説明の資料を作成した。また、実験に

取り組むモチベーションを上げるために、解決課題を工夫した。 

 

① 応用生物学実験（通年、1 単位）2 年次（分担） 

②内容・ねらい 

生物実験の基礎的な手法を計画する段階から学ぶ。 

全 15 回のうち 2 回（動物を対象とした実験）を担当し、動物組織切片の染色と観察および臓

器の観察を行った。 



③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 実験を行うグループを 2 人 1 組とし、グループ内で相談しながら課題を実施していけるよう

に運営した。実験内容が分かりやすく伝わるように事前説明の資料を作成した。 

①生物化学実験（通年、1 単位）2 年次 

②内容・ねらい 

生物化学分野における分析の基礎と応用について実習を行う。 

 全 15 回のうち 7 回（タンパク質の定量分析、タンパク質の電気泳動解析）を担当。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 実験を行うグループを 2 人 1 組とし、グループ内で相談しながら課題を実施していけるよう

に運営した。実験内容が分かりにくいところはマンツーマンで直接指導を行うなど、伝わりや

すい指導を心掛けた。実験の説明は、動画配信し、何回も見直しができるように工夫した。 

 

① 専攻演習（通年、2 単位）4 年次、研究領域の教員で担当 

②内容・ねらい 

 機能食品学やその周辺学問にかかわる学術論文の読解力を修得し、専門分野の知識と理解を

深める。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 各自、卒業論文の研究テーマと関連した学術論文を精読して、さらに、論文にもとづいて発

表スライドをパワーポイント等で作成し、グループ内のセミナーにて発表を行った。わかりや

すく発表するためのスライドづくり、話し方を指導した。 

 

①卒業論文（通年、8 単位）4 年次、研究領域の教員で担当 

②内容・ねらい 

 研究領域の教員の指導を受けながら、卒業論文のテーマについて実験を計画・実施し、その

成果を論文にまとめる。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 学生たちが専門知識及び技能をしっかり習得し、自主的に研究計画をたて実験を遂行できる

ようになることを心掛けた。新たな実験方法に臨む際には、関連した学術論文を学生と一緒に

精読して、実験方法の確立を行った。毎週月曜日の朝にグループミーティングを行い、前週の

成果と 1 週間の過ごし方を報告し、討論を行った。 

 

① 分子機能科学専攻演習（通年、4 単位）大学院、研究領域の教員で担当 

②内容・ねらい 

 機能性食品に関連する幅広い情報源から最新の学術論文を精読し、教員並びに学生に発表し

討論する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 各自、卒業論文の研究テーマと関連した学術論文を精読して、さらに、論文に基いて発表ス

ライドをパワーポイント等で作成し、グループ内のセミナーにて発表を行った。わかりやすく

発表するためのスライドづくり、話し方を指導した。 



① 分子機能科学専攻実験（通年、2 単位）大学院、研究領域の教員で担当 

②内容・ねらい 

 研究領域の教員の指導を受けながら、卒業論文のテーマについて実験を計画・実施し、その

成果を論文にまとめる。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 学生たちが専門知識及び技能をしっかり習得し、自主的に研究計画をたて実験を遂行できる

ようになることを心掛けた。新たな実験方法に臨む際には、関連した学術論文を学生と一緒に

精読して、実験方法の確立を行った。毎週月曜日の朝にグループミーティングを行い、前週の

成果と 1 週間の過ごし方を報告し、討論を行った。 

 

①薬品作用学（前期、2 単位）大学院生物資源学研究科 

② 内容・ねらい 

本授業では、様々な疾患の治療に使われる医薬品を対象に、疾患の成り立ちや、医薬品の作

用機序、その体内動態について講義した。また、薬科学を研究する上で必要な知識となる動物

個体や動物細胞を用いた研究方法について講義した。 

 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

講義では、様々な疾患に用いられる薬品の作用機序について講義を行った。学生を退屈させ

ないよう、アウトプット作業を通して知識の定着が深まるように工夫した。講義の最後には、

リフレクションシートを記載する時間を設けて、講義の重要ポイントの振り返りを行った。調

べ学習の成果物やリフレクションシートには、提出点を与え、それらに取り組むモチベーショ

ンとしている。 

 

① 食品機能化学（後期、2 単位）大学院生物資源学研究科（分担） 

② 内容・ねらい 

食品機能成分（糖類・アミノ酸・ペプチド・脂質・ミネラル・食物繊維など）の生理機能や

作用機構について講義した。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

学生を退屈させないよう、アウトプット作業を通して知識の定着が深まるように工夫した。

講義の最後には、リフレクションシートを記載する時間を設けて、講義の重要ポイントの振り

返りを行った。 

 

 

 

 

(2)その他の教育活動 

内容 

1．未来協働プラットフォームを活用して、ふじや食品と本学学生との協働商品開発をコーディ

ネートした。本事業は本学科の授業「生物資源学特論」のなかで行った。 

 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

①著書 

 

 

【0本】 

②学術論文（査読あり） 

 T Ito (責任著者 ), S Murakami. Taurine Deficiency Associated with Dilated 

Cardiomyopathy and Aging. Journal of Pharmaceutical Sciences. 154(3) 

175-181(2024) 

 Benjamin J Rodems, Sonali Sharma, Cameron D Baker, Christina M Kaszuba, 

Takashi Ito, Jane L Liesveld, Laura M Calvi, Michael W Becker, Craig T Jordan, 

John M Ashton. Temporal Single Cell Analysis of Leukemia Microenvironment 

Identifies Taurine-Taurine Transporter Axis as a Key Regulator of Myeloid 

Leukemia. BioRxiv (2024) 

 Karolina Łagowska, Adam Jurgoński, Mari Mori, Yukio Yamori, Shigeru 

Murakami, Takashi Ito, Toshiya Toda, Joanna Maria Pieczyńska-Zając, Joanna 

Bajerska. Effects of dietary seaweed on obesity-related metabolic status: a 

systematic review and meta-analysis of randomized controlled trials. Nutrition 

reviews , nuae042 (2024) 

 堀田拓馬，坪井耀大，伊藤崇志(責任著者). コオロギの食餌の違いによるタウリンおよ

びアミノ酸含量への影響. 福井県立大学論集 60, 109-116 (2024) 

 前川栄治, 苧玉真生, 坪井耀大, Hamida Khanom, 坪谷香菜絵, Joanna Bajerska, 村

上茂, 伊藤崇志（責任著者）. ナツメ果実搾りかすの健康機能性及び食味性向上に資す

る菓子素材としての有用性. 福井県立大学論集 60, 117 (2024) 

 伊藤崇志, 中島靖浩, 中橋美奈子. 産学連携による学生のアイディアを取り入れた胡麻

どうふ新商品の開発―若年層が食べたくなる胡麻どうふの開発とマーケティング戦略

― 福井県立大学論集（Accepted） 

 伊藤崇志, 坪井耀大, Hamida Khanom, 稲葉雄人, Nicole Le Chen Xi, 小林みすず, 

苧玉真生. 福井県産梅搾りかすの有効利用：食品への応用と機能性評価. 福井県立大学

論集（投稿中） 

【7本】 

③その他論文（査読なし） 

 山下 剛範, 加藤 俊宏, 川ノ口 潤, 伊藤 崇志, 具 然和, 有馬 寧. タウリンによる放射線

誘発性肺障害緩和の可能性. タウリンリサーチ 10(1) 20-23 (2024) 

 川端 理希, 伊藤 崇志. 認知機能の低下に対して期待されるタウリンの予防的効果. タウ

リンリサーチ 10(1) 24-26 (2024)  

【2本】 

④学会発表等 

1. 伊藤崇志. タウリン欠乏と老化との関連について. 第 10 回国際タウリン研究会日本部会学

術集会 (3 月 2，3 日、三重) 

2．川端理希, 伊藤崇志. タウリンは D-ガラクトース誘導性認知機能障害マウスにおける長期記

憶学習効果の低下を抑制する. 第 10 回国際タウリン研究会日本部会学術集会 (3 月 2，3 日、三

重) 

3. 招待セッション「私たちは若返れるのか？老化の概念を変える生物学的年齢とタウリン」超

異分野学会 2024 大阪・関西大会（2024 年 8 月 31 日、大阪） 

4.伊藤崇志. ナツメ搾りかすを使った健康おやつ開発の試み. 第 9 回日本ナツメ研究会（9 月 11

日、福井） 

【4件】 



⑤その他の公表実績 

1. ごま豆腐「昭和レトロに」―県立大学生、越前市の企業開発（福井新聞、3 月 14 日記事） 

2. 若者もハマるごま豆腐―県立大生、ふじや食品開発（日刊県民福井、記事） 

 

【2本】 

 

 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

【学外】 

 科研費 基盤 C （2023-2025 年） 

 未来協働プラットフォームふくい推進事業（30 万円） 

【学内】 

 戦略的課題研究推進支援 

 地域連携研究推進支援 

 

(3)特許等取得 

 

 

 

 

(4)学会活動等 

 国際タウリン研究会理事、事務局（平成２６年～現在） 

 日本薬理学会評議員（平成２７年～現在） 

 第 10 回国際タウリン研究会日本部会学術集会 世話人 

 第 9 回ナツメ研究会 世話人 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

 福井県農林水産業活性化支援研究評価会議外部評価委員会（食品加工研究所における試験

研究の評価会議） 

 藤島高校探究発表会（3 月 9 日） 

 勝山高校探究学習指導、学びの祭典（7 月 12 日） 

 武生東高校、学問発見講座、講師（10 月 25 日） 

 公開講座 3 件「タウリンの機能を知って、健康長寿！」（6 月 11 日）、「福井の梅とナツ

メの健康機能を知って、おいしく食べよう」（6 月 16 日）、「未来の健康食品とは？食品研

究最前線」（7 月 24 日） 

 福井ライフ・アカデミー、ふるさと未来講座「福井の食材でしっとり美肌・健康に！」

（12 月 14 日） 

 福井テレビより胡麻どうふ新商品の件で取材（「輝けふくいチャレンジャー」6 月 1 日

放送分） 

 女性セブンよりタウリンの件で取材（2024 年 10 月 17 日号） 

 日本テレビよりタウリンの件で取材（「カズレーザーと学ぶ」2024/8/14 放送分） 

 

 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

 

(2)委員会・チーム活動 

 学年担任（令和 6 年～） 

 入試制度検討委員会（令和 3 年～現在） 

 実験動物委員会（平成２９年～現在） 

 学科内入試ワーキンググループ（令和 3 年～現在） 

 学科内広報ワーキンググループ（令和 5 年～現在） 

 学科内カリキュラムワーキンググループ（令和 5 年～現在） 

 

(3)学内行事への参加 

 オープンキャンパス 

 オープンキャンパス第 2 弾（プレカレッジ）、オーガナイザー兼、講師 

 入試説明会 4 件（敦賀高校、三国高校、北陸高校、福井南高校） 

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 

 

 


